
・英語を話すのはまだまだだけど、今まで英語を勉強していて良かった
と思いました。 
・高校生が英語で話すのを見て、スゴイ！と思いました。 

・サンゴは私たちの生活に直接的に関係するものだとは思っていな
かったけど、具体的な問題やその解決策を考えていく中で、私たちの
生活に直結するものがあることに気づいた。 
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OIST講演会＆ワークショップ  
“Young Coral Scientist Training”が行われました！ 

Do not say a little in many words but a great deal in a few. 
（多くの言葉で少しを語るのではなく、少しの言葉で多くを語りなさい） ピタゴラス 

5月23日にOIST講演会が開催されました！今年のテーマは“サンゴ”！ 

沖縄では、海に行くと当たり前のようにサンゴを見ることができます。県外
や海外からはサンゴに彩られた沖縄の美しい海を見るために訪れる人た
ちもいます。この多くの人々を魅了し、生物の多様性を守ってくれているサ
ンゴですが、現在様々な原因から危機に瀕しています。OIST講演会では、

サンゴの基本知識だけではなく、「どうやったらサンゴを守ることができる
のか」という課題をエンジニア、コンピュータ科学、生物学など多様な切り
口から議論しました。 

担当の上地先生からのコメント 
お礼のコメントは、1年3組の城間あいさんが行いました。一生懸命に英語

での表現を探しながら、ゆっくりでしたが、しっかり気持ちの伝わる挨拶で
した。OISTの皆さんもとても喜んでいました。 
 各グループから一人ずつ前に出て、自分たちのプランを英語で発表…足
が震える、頭が真っ白になる…皆さんの勇気に感服です。そうやって、英
語が少しずつ自分のものになっていくのですね。OISTの学生さんのうち、

ダシャさんとジャズミンさんにとって英語は母国語ではありません。
Encourageされますよね！ 

中学生の気づき・感想など 

・サンゴが沖縄を守ってくれていることを初めて知った！ 

・英語で内容理解は少し難しかったけど、知っている単語を
繋げながら意見を伝えることができて嬉しかったです。 

・違う分野どうしでの話し合いでたくさんの良い意見が出るこ
とが分かった。 

・海外から来た研究者が沖縄のサンゴをこんなに大切に思っ
てくれていることに驚きました。県民も守れるように頑張る！ 

高校生の気づき・感想など 

Become a Coral Scientist！ 


